
道の駅「にしかた」を拠点とした自動運転サービス 

地域実験協議会 設立趣意書（案） 

 

１．設立の趣意 

中山間地域では超高齢化が進行しており、日常生活における人流・物流の確保が喫緊の

課題となっている。 

一方、「道の駅」については、全国に設置された１,１１７箇所のうち約８割が中山間地

域に設置されており、物販をはじめ診療所や行政窓口など、生活に必要なサービスも集約

しつつある。 

国土交通省では、こうした道の駅など地域の拠点を核として、著しく技術が進展する自

動運転車両を活用することにより、 

① 買い物や通院など高齢者の生活の足の確保 

② 宅配便や農産物の集荷など物流の確保 

③ 観光への活用や新たな働く場の創出 

など、地域生活を維持し、地方創生を果たしていくための路車連携の移動システムを構

築することを目指して、今年度より地域での実証実験に取り組むこととしている。 

地域指定型として選定された、道の駅「にしかた」を拠点とした自動運転サービス実証

実験を円滑かつ効果的に実施するため、実験実施計画の検討、実験の実施及び実験結果の

検証等を行うことを目的として、本地域実験協議会を設立するものである。 

 

２．地域実験協議会名簿  別紙のとおり 

 

３．主な議案 

  ・実験実施計画の検討 

  ・実験実施に係る関係機関との調整 

・実験の実施及び実験結果の検証 

  ・その他、地域実験協議会が必要と認める事項 

 

平成２９年７月２１日 


